
1.概要

研修コース名 PB（Problem Based）研修

日程（回数） 2026年6月、7月、9月、10月、11月（計5回）

曜日・時間

各月第2金曜日14:00～16:00に実施（ただし10月のみ変則）

【第1回】6月12日（金）14:00～16:00

【第2回】7月10日（金）14:00～16:00

【第3回】9月11日（金）14:00～16:00

【第4回】10月16日（金）14:00～16:00 ※変則開催（時間帯は同じ）

【第5回】11月13日（金）14:00～16:00

実施形態 オンライン開催（グループワーク中心）

募集定員 25名（先着順・最少催行人数：5名）

担当者 井上 昌彦（大学図書館支援機構）

2.詳細

内容

参加者の皆さんの問題意識や関心にもとづき、グループごとに取り組むテー

マを決定します。PBL（問題解決型学習）の手法を用いて、現場の課題解

決・改善に挑みます。単なる座学ではなく、対話と実践を通じて「生きた解

決策」を共に創り上げる5か月間です。

 

【第1回】キックオフ（ガイダンス、テーマ・進め方の決定）

【第2回】作戦立案（仮説の構築、アプローチ・事例収集の検討）

【第3回】中間共有（経過共有、相互フィードバックとブラッシュアップ）

【第4回】解決策の具現化（仮説検証、解決策の深化、成果物の作成）

【第5回】最終プレゼン（成果発表、相互フィードバック、振り返り）

※人数や皆さんのこれまでの経験、進捗状況に合わせ、柔軟にプログラムを調整します。

※より実効性の高い成果を目指し、各回に先立ち準備ワークや、職場でのヒアリング（可能な

範囲での同僚への意見収集）をお願いする予定です。
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到達目標

以下の3つの力を高めることを、目標とします。

・課題の本質を構造的に捉え、現実的な解決策を導き出す力（問題解決力）

・周囲と対話を重ね、理解・納得・共感を得る力（コミュニケーション力）

・正解のない問題に対し、自ら問いを立て、プロフェッショナルとして主体

的に解決しようとする姿勢（マインドセット）

3.研修報告大会

目的 研修内容に関する情報共有

内容
研修コース講師による研修内容の報告

受講者（代表者複数名）から自身の学びについての所感報告

報告形式 オンデマンド動画配信

日程 【配信予定日程】2026年12月中旬 及び 2027年5月上旬

4.受講条件

資格・経験

グループワークを中心とした主体的な学びの場となるため、仲間と協調・協

力しながら積極的な姿勢で参加できる方を歓迎します。雇用形態・経験等の

制約はありません。

環境 インターネットに接続できる環境とブラウザー（Zoomを使用）

その他
全5回出席を基本としますが、やむを得ない事情で欠席した人には、録画を提

供します。


